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適
切
な
情
報
提
供
を
す
る
と
と
も
に
、
地

域
に
密
着
し
た
啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

消
防
は
、
厚
岸
消
防
団
第
１
分
団
庁
舎

を
津
波
浸
水
予
想
区
域
か
ら
高
台
へ
移
転

改
築
す
る
た
め
の
実
施
設
計
、
消
防
本
部

の
消
防
指
令
車
と
厚
岸
消
防
署
の
小
型
動

力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
の
更
新
、
地
域
の
初

期
消
火
活
動
を
強
化
す
る
た
め
の
小
型
動

力
ポ
ン
プ
の
更
新
、
新
規
潜
水
隊
員
養
成

の
た
め
の
潜
水
資
機
材
の
増
設
、
消
防
団

員
の
災
害
活
動
時
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
安
全
装
備
品
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
、
災
害
全
般
に
わ
た
る

対
策
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
図
り
、
全
て
の
戸
別
住
宅
な
ど
の
受

信
機
を
更
新
し
ま
す
。

　

地
震
・
津
波
災
害
の
対
策
で
は
、
御
供

山
へ
の
津
波
避
難
階
段
を
整
備
す
る
ほ
か
、

広
域
的
な
避
難
場
所
の
少
な
い
湖
南
地
区

に
お
い
て
、
町
営
住
宅
奔
渡
団
地
付
近
に

新
た
な
緊
急
避
難
場
所
を
整
備
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
備
蓄
食

糧
へ
の
切
り
替
え
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

自
主
防
災
組
織
が
行
う
防
災
活
動
や
防
災

資
機
材
の
整
備
に
対
す
る
補
助
制
度
を
継

続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を

図
る
た
め
、
新
た
に『
危
機
対
策
室
』を
設

置
す
る
ほ
か
、
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正

へ
の
対
応
と
し
て
、
避
難
行
動
要
支
援
者

対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
助
・
共
助

の
観
点
か
ら
、
町
民
の
責
務
に
つ
い
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

な
ど
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
出
入
口
へ
の

門
扉
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
太
田
農
村
公
園
の
池
に
つ
い
て
、

自
然
環
境
や
安
全
面
に
配
慮
し
た
改
修
に

着
手
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
は
、
町
民
が
悲
惨
な
事
故
の

被
害
者
や
加
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
を
求
め
る
と
と
も
に
、

通
学
道
路
な
ど
の
現
地
調
査
を
行
い
、
危

険
な
箇
所
へ
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を

関
係
機
関
に
要
望
し
ま
す
。

　

消
費
生
活
は
、
多
様
な
手
法
に
よ
る
特

殊
詐
欺
が
依
然
と
し
て
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
、
町
内
で
の
被

害
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
た
な
手
口

に
よ
る
事
例
が
全
国
的
に
発
生
し
て
お
り
、

町
民
が
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
引
き
続

き
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
を
密
に
し
、

者
や
障
害
者
な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

Ｊ
Ｒ
花
咲
線
は
、
引
き
続
き
北
海
道
や
関

係
市
町
村
と
連
携
し
、
路
線
の
維
持
・
存

続
に
向
け
た
検
討
、
要
請
活
動
の
ほ
か
、

利
用
促
進
策
を
検
討
・
推
進
し
て
い
く
と

と
も
に
、
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
も
関
係
機

関
と
連
携
し
て
必
要
な
支
援
を
行
い
、
路

線
の
維
持
と
接
続
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
市
街
地
以
外
に
居
住
す
る

町
民
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

町
民
利
用
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

一
方
、
町
民
か
ら
の
要
望
が
多
い
夜
間

の
移
動
手
段
の
確
保
に
向
け
て
は
、
夜
間

に
お
け
る
ハ
イ
ヤ
ー
の
運
行
再
開
に
つ
い

て
、
関
係
団
体
と
連
携
し
た
要
請
活
動
と

公
共
交
通
の
代
替
と
し
て
の
交
通
事
業
者

へ
の
支
援
策
の
提
示
を
引
き
続
き
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
町
内
公
共
交
通
の
担
い
手
で
あ

る
運
転
手
の
確
保
に
向
け
た
支
援
を
継
続

し
ま
す
。

　

町
営
住
宅
の
整
備
で
は
、
松
葉
ま
ち
な

か
団
地
１
棟
６
戸
の
住
宅
を
建
設
す
る
ほ

か
、
奔
渡
団
地
と
白
浜
団
地
の
老
朽
化
住

宅
の
外
壁
・
屋
上
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
環
境
に
つ
い
て
は
、
住
宅
の

省
エ
ネ
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
や
リ
フ
ォ

ー
ム
、
新
築
に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
ま

す
。

　

公
園
は
、
奔
渡
町
公
園
の
フ
ェ
ン
ス
の

更
新
と
エ
ゾ
シ
カ
進
入
に
よ
る
衛
生
環
境

『
厚
岸
町
地
域
防
災
計
画
』を
見
直
し
ま
す
。

　

町
民
の
防
災
意
識
の
普
及
で
は
、
厚
岸

町
防
災
訓
練
、
自
治
会
と
の
連
携
に
よ
る

災
害
図
上
訓
練
や
避
難
所
運
営
演
習
、
教

育
委
員
会
と
の
連
携
に
よ
る
防
災
標
語
の

募
集
、
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
で
は
災

害
図
上
訓
練
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し
ま

す
。

　

ま
た
、
町
内
在
住
外
国
人
に
対
し
て
は
、

防
災
教
材
を
活
用
し
た
防
災
意
識
の
普
及

を
進
め
る
と
と
も
に
、
外
国
語
表
示
看
板

整
備
に
つ
い
て
研
究
・
検
討
し
ま
す
。

　

町
内
の
空
き
家
対
策
は
、
調
査
を
踏
ま

え
、
方
針
の
作
成
に
向
け
た
体
制
整
備
を

検
討
し
ま
す
。

　

治
山
対
策
は
、
崩
落
箇
所
の
復
旧
と
し

て
梅
香
、
筑
紫
恋
、
奔
渡
、
湾
月
で
、
北

海
道
が
事
業
主
体
と
な
り
５
カ
所
の
治
山

工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

　

じ
ゅ
ん
し
ゅ


